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信用事業
　貯金、融資、為替などいわゆる銀行業務といわれる業務を行っております。
　私どもは、組合員皆様と地域の皆様に信頼されるサービスのご提供と、期待や信頼にお応え
する地域金融機関を目指し、「ＪＡバンク」と称しております。
　このＪＡバンクは、ＪＡ・県信連・農林中金という三段階の組織が有機的に結びつき、ＪＡバンクグ
ループとして大きな力を発揮しています。

共済事業
　「ひと・いえ・くるま」の総合保障を提供しています。組合員・利用者をはじめ、地域の皆さまの
暮らしのパートナーとして、「ひと・いえ・くるま」の総合保障を通じて、一人ひとりの人生設計に
お応えできる安心を生涯にわたりお届けします。
　さらに、平成２２年４月に施行された保険法に基づき、支払処理の迅速化、共済仕組みの簡素
化、しおり・共済約款の平明化、契約者向け資材の改善等に取組み、さらなる利用者満足度の
向上を図ります。

経済事業
　農林畜産物を生産するために必要な肥料・農薬・飼料などの生産資材や、日々の食卓に欠か
せない主食（お米）をはじめとする生活に必要なお品物を、良品・適価をモットーに、組合員の
皆様と地域の皆様に提供しております。
　また、地域の組合員農家の方々が生産した農産物をＪＡ直売所で販売しております。その他、
葬儀等の取り扱いを行っております。

営農・生活・相談事業
　組合員の皆様と共に歩む営農指導（地域農業振興活動の支援・農業経営支援などの農業・
農家のための活動）や組合員の皆様や地域の皆様と共に歩む生活指導（共同購入・地産地消
などの生活文化活動）はもとより、税務・年金・住宅ローン相談の窓口開設などの総合的な相談
機能により、暮らしの全般にわたったサポートをしております。

高齢者福祉活動
　組合員とそのご家族、地域住民が老後を安心して過ごせるとともに、家族介護者の負担軽減を
目的としたデイケアサービスなどの各種サービスを提供しております。



　ＪＡちちぶは、貯金や融資等の信用事業から共済事業、購買事業、販売事業、指導事業など、各種事
業の展開を通じて、組合員の皆様への奉仕はもとより、地域の皆様に様々な事業機能やサービスを提
供することにより、農業や地域経済社会の健全な発展に寄与することで社会的・公共的使命を果たして
まいります。
　また、当JAは、地域社会の一員としての責任を自覚し、地域の各種行事や催事等への参画やＪＡの社
会・文化的活動をとおして、少しでも地域社会の発展や活性化のお役に立ちたいと思っています。
　今後とも協同組合運動の理念である「一人は万人のために、万人は一人のために」を念頭におき、より
良き地域社会人として、組合員の皆様、地域社会の皆様と一緒に歩んで行きたいと思っております。

●各事業部活動を積極的に開催しております。
　・ＪＡバンク友の会、ＪＡちちぶ年金友の会、ＪＡちちぶ共済友の会主催の研修旅行
　・ＪＡバンク友の会、ＪＡちちぶ年金友の会、ＪＡちちぶ共済友の会合同主催によるゴルフ大会
　・年金友の会グラウンドゴルフ大会、ゲートボール大会への参加
　・女性部主催のディサービス活動、米消費拡大運動による米粉料理教室
　・「ＪＡちちぶチャレンジＣＵＰ」（少年サッカー大会）を開催

●地域コミュニティへ積極的に参加しています。
　・秩父地区の秩父夜祭、皆野地区の秩父音頭まつり、吉田地区の案山子祭り、荒川地区の新そば祭り
等のまつりに参加しています。また、その他の地域活動にも多数協賛しております。

●ＪＡ主催のふれあいフェアを開催しております。
　・宝飾品展示会などの各種イベントを開催しております。

●無料相談会を開催しております。
　・税務、年金、住宅ローンの各種相談会を開催しております。

●その他各店舗を通じ、地域社会に対する貢献活動を行なっております。

年金旅行 グラウンドゴルフ大会 女性部米消費運動 チャレンジＣＵＰ

秩父夜祭に出店 秩父音頭祭りに参加 案山子祭りに出展 新そばまつりに出店

宝飾品展示会

青色申告記帳会

振り込め詐欺防止訓練 防犯訓練 東日本大震災募金箱設置 大震災で物資を支援



１　売買目的有価証券
当ＪＡは、平成23年3月期及び平成23年9月期における売買目的有価証券の残高はありません。

２　満期保有目的の債券で時価のあるもの

３　その他有価証券で時価のあるもの

４　金銭の信託

注1　時価は、9月末、期末日における市場価格等に基づいております。
注2　百万円未満で残高がある場合は「0」、残高がない場合は「－」で表示してあります。　

注1　時価は、9月末、期末日における市場価格等に基づいております。

（単位：百万円）
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（単位：百万円）

有価証券 11,205 11,262 11,027

預 け 金 74,989 76,124 77,769

貸 出 金 14,970 14,774 14,612

H22.9月期 H23.3月期 H23.9月期

貯 金 101,279 102,579 103,572

当ＪＡは、運用目的・満期保有目的・その他の金銭の信託にかかる契約はありません。

　ＪＡちちぶは、地域の多くの皆さまよりご信頼を頂き、貯金残高は1,035億円となりま
した。また、貸出残高につきましては146億円となり、皆さまからお預かりした大切な財
産を安全性と流動性を重視して資金運用しております。

貸出金
(14.1%)

有価証券
(10.6%)

預け金
(75.0%)

　ＪＡちちぶでは、貸出金以外に
も預け金や有価証券で運用し、
いつでも使える安全な余裕資金
を保有しており、資金繰りは安定
しております。

資金運用構成



※H16年3月期より金融再生法に基づき債権の開示を始めました。

（単位：百万円、％）

債　権　区　分　と　保　全　状　況 平成23年3月期 平成23年9月期

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 882 857
危　険　債　権 159 174
要　管　理　債　権 - -

小　計　（　Ａ　） 1,041 1,031

保
全
状
況

上記債権の担保・保証の額（Ｂ） 462 464
上記債権に対する貸倒引当金の額（Ｃ） 578 566
上記債権に対する保全率（Ｂ＋Ｃ）／（Ａ） 100% 100%

正　常　債　権 13,832 13,681
合　　　計 14,874 14,713

(単位：百万円、%)
H23.3月期 H23.9月期

国内の金融機関（JA・信用金庫等）の自己資本比率の

法定基準は、4%以上です。但し海外で業務を行う

金融機関は8%以上です。

自己資本の額 4,285 4,396
自己資本比率 14.23% 14.53%

　ＪＡでは、経営の透明性を高め、その健全性と安全性をご理解いただくた
めに、金融再生法に基づく債権の状況を開示するとともに、不良債権に対す
る保全状況を開示いたします。

「H23.9月期の係数は、9月末の仮決算において3月期決算と同一に当JAの資産査定要領により実施した資産査
定結果、並びに資産の償却・引当基準に基づき計上したものです。」

【用語の説明】
●破産更生債権及びこれらに準ずる債権･･･破産･会社更生･民事再生等の事由により、経営破綻に陥っている債
務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。
●危険債権･･･債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債
権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。
●要管理債権･･･(1)3ヶ月以上延滞債権＝元金または利息の支払が、約定支払日の翌日を起算日として3ヶ月以上
延滞している貸出金のうち、破産更生債権及び危険債権を除いた貸出債権です。
(2)貸出条件緩和債権＝経済的困難に陥った債権者又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること等を目的
に、債務者等に有利な一定の譲歩を与える約定条件の改定等を行った貸出債権のうち、破産更生債権等、危険債
権及び3ヶ月以上延滞債権を除いた貸出債権です。

　自己資本比率とは、経営の健全性を示す指標の一つで、ＪＡが保有する貸
出金や有価証券のリスクがある資産に対して出資金などの自己資本がどれく
らいあるかを示し、自己資本比率は数字が高いほど、一般的に「体力」があ
ると考えられています。

自己資本の額

4,396百万円

自己資本比率

14.53％
                        　　　　自　　　　己　　　　資　　　　本
○自己資本比率＝総資産（ﾘｽｸ･ｱｾｯﾄ）＋ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾅﾙ･ﾘｽｸ
　　　　　　　　　　　　相当額の合計額を8%で除して得た額

○ﾘｽｸ･ｱｾｯﾄ：資産のﾘｽｸに応じて算出した資産総額

「H23.9月期の計数は、仮決算結果に基づき、「農業協同組合等がその経営の健全性を判断するための基準」
（H19.3.23 金融庁・農林水産省告示第1号）に準拠して算出していますが、半期利益については、前年度実績
の2分の1の外部流出予定額を控除して自己資本の額とし、オペレーショナルリスク相当額はH23.3月期の計数
を用いて算出しています。

H23.9月期の自己資本の状況



荒 川 支 店 秩父市荒川上田野1432-1

両 神 支 店 秩父郡小鹿野町両神薄1217-1

吉 田 支 店 秩父市下吉田7501

54-1250

大 滝 支 店 秩父市大滝4277-8 55-0024

79-1199

小鹿野支店 秩父郡小鹿野町小鹿野2697-2 75-2430

77-1511

長 瀞 支 店 秩父郡長瀞町大字中野上385 66-3221

皆 野 支 店 秩父郡皆野町大字皆野1337-2 62-1240

横 瀬 支 店 秩父郡横瀬町大字横瀬1926 22-0035

秩父西支店 秩父市寺尾1945-1 23-9021

秩父東支店 秩父市山田2629-1 22-0661

秩 父 支 店 秩父市上野町29-20 22-2355

本 店 22-4977秩父市東町29-23


